
五、

以
上
に
と
り
あ
げ
た
、
「
ゴ
ザ
γ
ス
」
系
と
み
ら
れ
る
「
テ
ス
」
「
デ
l
ス

」
が
、
共
に
、
「
島
後
」
南
部
地
区
を
、
分
布
の
主
域
と
し
て
い
る
点
は
、
注

目
に
価
い
す
る
。

隠
岐
に
あ
っ
て
は
、
「
島
後
」
南
部
に
位
置
す
る
西
郷
町
が
、
政
治
・
経
済

・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
一
般
に
は
、
一
言
語
改
新
は
、
ま
ず
、
こ

の
地
域
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
右
の
「
テ
ス
」
、
「
デ
1
ス
」
も

熊
本
市
域
方
言
に
お
け
る
形
容
語
イ
の
研
究

目

次

序第
一
章
意
味
に
よ
る
分
類

第
一
節
意
味
分
類

第
二
節
分
野
比
較

一
分
野
相
互
の
比
較

二
各
分
野
内
で
の
項
目
相
互
の
比
較

ω
第

！

分

野

倒

第

E
分
野

第
三
節
形
容
調
と
形
容
動
詞

第
二
章
語
の
形
態
に
よ
る
分
類

言
語
新
化
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
分
布
状
況
は
、
よ
く
、
成
立
と
分
布

と
の
、
相
関
の
理
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

隠
岐
方
言
の
「
丁
寧
表
現
法
」
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
他
に
、
動
調
関
係
で

も
、
「
マ
ス
」
「
デ
ス
」
な
ど
の
活
動
を
と
り
あ
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
小
』

稿
で
は
、
た
だ
、
「
ゴ
ザ
ル
」
一
派
に
か
か
わ
る
、
特
定
の
表
現
法
を
と
り
あ

げ
、
記
述
し
た
に
と
ど
ま
る
。

金

一10一

丸

和

子

第
一
節
形
容
調

一
単
純
形
容
詞
の
語
尾
形
態

ωカ
語
尾

ωイ
語
尾

二
複
合
形
容
調
の
形
態

ω体
言
＋
基
本
形
容
調
同
体
言
＋
助
詞
＋
基
本
形
容
詞
制
動
詞

＋
基
本
形
容
詞
倒
副
詞
＋
基
本
形
容
調
倒
形
容
詞
語
幹
＋
基
本

形
容
詞

三
派
生
形
容
詞
の
形
態

ω体
言
＋
基
本
形
容
詞

＋
基
本
形
容
詞

ω動
詞
＋
基
本
形
容
詞

。
形
容
詞
語
幹



＆
5
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3E 

圭一

O
清
司
合
昆
い
れ

J
p
q
r
7．血匁

量
覇
軍
覇
軍
倫
理
望
書
官
君
事
3
4
ε
2
3
2
2
3
3
1
4
U
4
1

第
二
節
形
容
動
詞

一
語
尾
形
態

ニ
出
自
に
よ
る
語
系

ω和
語
系

ω漢
語
系

第
三
節
音
節
数
比
較

制
系
統
の
不
明
な
も
の

序
こ
こ
に
言
う
「
形
容
語
イ
」
と
は
、
事
物
の
性
質
・
状
態
を
表
わ
す
語
の
総

体
を
指
し
て
い
て
、
言
わ
ば
、
形
容
調
・
形
容
動
詞
の
す
べ
て
を
含
む
も
の
で

あ
る
。
こ
の
形
容
語
イ
に
つ
い
て
、
意
味
と
形
態
と
の
二
面
か
ら
考
察
し
、
実

態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
論
文
の
目
的
で
あ
る
。

熊
本
在
住
の
四
人
の
被
調
査
者
を
対
象
と
し
、
共
通
話
を
手
が
か
り
に
集
め

た
形
容
認
問
イ
は
、
側
諸
に
及
ん
だ
。
方
法
を
尽
く
せ
ば
、
ま
だ
収
録
し
得
る
可

能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
倒
語
を
も
っ
て
し
で
も
、
主
な
も
の
は

ほ
ぼ
調
査
し
得
た
と
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
刷
と
い
う
語
数
は

主
と
し
て
形
態
の
面
か
ら
捉
え
た
呉
な
り
語
数
で
あ
る
。
意
味
の
面
か
ら
す
れ

ば
、
引
を
数
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
語
数
に
差
違
が
あ
る
の
は
、
た

と
え
ば
、
「
ナ
ガ
カ
（
ナ
ギ
ャ

i
・
ナ

γ
カ
）
」
と
い
う
語
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
形
態
の
面
か
ら
は
三
語
、
意
味
の
面
か
ら
は
）
空
間
的
な
が
さ
と
時
間
的
な

が
さ
と
の
こ
語
と
数
え
る
こ
之
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
第
一
章
意
味
に
よ
る

分
類
」
に
お
け
る
計
数
的
処
理
に
お
い
て
は
、
意
味
の
面
か
ら
出
る
語
数
を
、

「
第
二
章
形
態
に
よ
る
分
類
」
に
お
い
て
は
、
形
態
の
面
か
ら
出
る
語
数
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
に
ず
る
。

第
一
章
意
味
に
い
よ
る
分
類

第
一
節
意
味
分
類

＋
基
本
形
容
詞

意
味
分
類
は
、
宮
島
達
夫
氏
の
研
究
論
文
で
あ
る
「
方
雪
一
同
の
諾
イ
体
系
」
に

従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
分
類
を
、
二
、
一
一
一
の
用
例
と
共
に
表
記
し

て
み
る
。

も
一
之
か
た
ち

の
一
＆
ふ
と
か

の
一

ιひ
ろ
さ

性
ま
あ
っ
さ

質

6. 
Tこ
力、

さ

7
H
ふ
か
さ

＆
お
お
き
さ
一

9

12 11 10 9. 
ふ 時な空と
るな聞が問お
さが的さ自甘さ

さ

12 

刊
ゅ
は
や
さ

4
材
料
の

1
性
質

問
こ
さ

語
数

用

例

18 

ウ
ス
カ
・
コ
イ
カ
・
ア
ク
ド
カ
：
・

シ
ロ
カ
・
ア
カ
カ
・
キ

γ
ナ
カ
・
：

13 

マ
ル
カ
・
ベ
タ
カ
・
ヒ
ラ
タ
カ

5 

フ
ト
カ
・
ホ
ソ
カ
・
ホ
ソ
ナ

γ
カ：・

6 

セ
マ
カ
・
ヒ
ロ
カ
、
テ
ピ
ロ
カ
・
：

5 

ウ
ス
カ
・
ア
ツ
カ
・
ウ
ス
ッ
ベ
ラ
カ
・
：

3 

ヒ
ク
カ
・
タ
カ
カ
・
コ
、
ダ
ッ
カ
：
・

2 

ア
サ
カ
・
フ
カ
カ

フ
ト
カ
・
コ
マ
カ
・
オ
l
キ
カ

2 

チ
カ
カ
・
ト
l
カ

3 

ミ
ジ
カ
カ
・
ナ
ガ
カ
・
ヒ
ヨ
戸
ナ
シ
カ
・

ミ
ジ
カ
カ
・
ナ
ガ
カ
・
ヒ
サ
シ
カ
：
・

8 

フ
ル
カ
・
ワ
ッ
カ
・
ア
タ
ラ
ジ
カ
：
・

3 

オ
ソ
カ
・
ノ
ロ
カ
・
ハ
ヤ
カ

11 

ケ
ゴ
イ
カ
・
ケ
ブ
カ
カ
・
：

7 

~11-



か
る

3

か
た

9

手、ざ

2

き
れ

1

あ

じ

げ

に

お

什

温

度

刊

は

あ
か

7

お

と

・

川

し
ず

5ヲ’a
一

、
L
l

’｝一

パd

昔
日
比
一

－

T
健
康

人
一
2
み
か
け

間
一
3
知
能

の一
4
技
術

質性

7 6 5 
性態動
質度作

カ
ル
カ
・
オ
モ
カ

カ
タ
カ
・
ヤ
ワ
カ
・
コ
ワ
カ
：
・

ア
ラ
カ
・
ナ

l
γ
ビ
ラ
カ

ス
ル
ド
カ

ウ
マ
カ
・
マ
ズ
カ
・
カ
ラ
カ
：
・

ク
サ
カ
・
カ
パ
グ
カ

ヌ
ル
カ
・
ア
ツ
カ
・
サ
ム
カ

ク
ラ
カ
・
ア
カ
ル
カ

ヨ
ワ
カ
・
フ
ト
カ
・
ヒ
ク
カ
・
・
・

ウ
ル
サ
カ
・
ヤ
カ
マ
シ
カ

7 

ツ
ヨ
カ
・
ヨ
ワ
カ
・
タ
ッ
シ
ャ
カ
・
；

s 

ヤ
ボ

γ
タ
カ
・
イ
ロ
ッ
ポ
カ
：
・

14 

ド
ン
カ
・
ト
ロ
カ
・
コ

l
シ
ャ
カ
：
・

7 

マ
ズ
カ
・
オ
ロ
ヨ
カ
・
：

8 

ア
ラ
カ
・
ス
パ
ヤ
カ

36 

ア
マ
カ
・
カ
ラ
カ
・
メ
メ
ジ
カ
・
：

88 

ネ
ッ
カ
・
エ
ラ
カ
・
ズ
ル
カ
・
：

エ
ラ
カ
・
キ
ツ
カ
・
ユ

l
フ
ッ
カ
：
・

一

小

計

一

m
一

一

T
1
1
J
4
7
u
u＼
ト
ト
ヵ
・
カ
ユ
カ

一

感

覚

↑

一

↑

一配情一
2
感
情
一
竺
ス
ゴ
カ
・
ホ
シ
カ
・
一
一
ク
カ
・

一
W
一1
よ
さ
一
日
一
ヨ
カ
・
ワ
ル
カ
・
ヒ
ド
ヵ
・

一
ね
下
ね
う
ち
一

9
一ト

l
ト
カ
ガ
タ
ナ
カ

一
う
す
ね
だ
ん

7
一
タ
カ
カ
・
ヤ
ス
カ
・
コ
ー
ダ
イ
カ
・

一

ち

互

選

一

5
一
フ
ノ
ヨ
カ
・
ニ
タ
ジ
ナ
・

一

一

5
うれ
J

ご
し
さ
一
円
一
シ
ヅ
カ
・
キ
タ
ナ
カ
：
・

一

一

6
効

果

一

8
一
ム
ダ
ナ
・
ト
ツ
バ
ナ
；

一

小

岬

ー

↑

町

一

一
v

T存
在

一

3
一
ナ
カ
・
ム
ナ
シ
カ

一
抽
一
2
異

同

一

2
一
オ
ナ
シ
・
イ
ロ
ン
ナ
・
・

一
象
一
3
正
常
さ
一

2
ワ
ル
カ
・
タ
ダ
ツ
カ

的
一
4
た
し
か

2
一
カ
ッ
タ
ル
カ
・
ェ

1
カ
ゲ

γ

存
一
5
可
能
性

1
一
シ
ョ
ン
ナ
カ

在
一
B
難
易

7
一
ヤ
ス
カ
・
ム
ズ
カ
シ
カ
：
・

7
安
全
さ
均
一
ア
ブ
ナ
カ
・
ヨ
カ
：
・

複
雑
さ

9
一
フ
タ
ザ
ツ
カ
・
タ
ワ
シ
カ
・

一12-

8
社
会
的
性
彊
一

6
一

9
人
間
関
係
一
口
一
チ
カ
カ
・
ウ
ト
カ



一9
L
恥一町一
η
一
チ
カ
カ
ウ
ト
カ

13 
一9
数
量
二
日
一
オ
i
ヵ
・
ス
ク
ナ
カ
：
・

一
間
程
度
一
什
一
ヒ
ド
カ
・
エ
ラ
カ
：
・

小

計

一

四

一

合

計

一

間

一

以
上
で
、
形
容
語
イ
の
世
界
は
、
ほ
ぼ
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
節
分
野
比
較

一
、
分
野
相
互
の
比
較

第
一
表
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
五
つ
の
分
野
の
う
ち
、
「
も
の
の
性
質
」

を
表
わ
す
分
野
と
、
「
人
間
の
性
質
」
を
表
わ
す
分
野
と
の
語
イ
量
が
最
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
方
言
、
か
、
日
常
生
活
上
の
層
タ
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
合
わ
ぜ
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
分
野
の
位
置
出
自
ら
明
ら
か
に
な
る
。

ζ

の

観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
訪
問
イ
量
の
少
な
い
「
ね
う
ち
」
や
「
抽
象
的
存
在
」
の
分

野
は
、
日
常
、
比
較
的
、
関
心
の
薄
い
分
野
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
、
各
分
野
内
で
の
項
目
相
互
の
比
較

次
に
、
各
々
の
分
野
の
中
で
、
語
イ
量
の
多
い
項
目
を
抽
出
し
、
そ
の
現
象

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
但
し
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
第
I
分
野

「
も
の
の
性
質
」
と
第
E
分
野
「
人
間
の
性
質
」
と
の
、
二
分
野
の
み
に
つ
い

て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ω
第
l
分
野
「
も
の
の
性
質
」

第
l
分
野
に
お
い
て
は
、
「
第
1
項
・
い
ろ
」
が
、
最
も
多
い
語
イ
量
を
有

し
て
い
る
。
（
第
l
分
野
の
約
川
町
周
）

「
い
ろ
」
に
関
す
る
語
イ
の
う
ち
、
「
ク
ロ
カ
」
「
シ
ロ
カ
」
な
ど
の
、
基

本
と
な
る
誇
イ
は
、
あ
ま
り
多
い
と
は
一
言
え
な
い
。
に
も
か
L
わ
ら
ず
、
「
い

一7
・4
F
A
1
己々

一B複
雑
さ

一
日
一
ア
フ
ナ
カ
・
ヨ
カ
・
；

一9
一7
タ
ザ
ツ
カ
・
ク
ワ
シ
カ

ろ
」
の
項
の
語
イ
量
が
多
い
の
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
接
辞
を
と
っ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
図
示
し
て
み
る
と
、
一
一
層
司
明
確
に
な
る
。

第
一
図
、
〈
円
什
一
内
は
、
基
本
と
な
る
語
イ
）

マ
ッ
ク
ロ
カ

f
同
州
市
内
了
ク
ロ
ツ
ポ
カ

ア
サ
グ
ロ
カ

マ
ッ
シ
ロ
カ
↑
同
州
カ
↓
シ
ロ
ヅ
ポ
カ

一
ナ
マ
ジ
ロ
カ

↑
 

ア
オ
ジ
ロ
カ

マ
ツ
サ
オ
カ
↑
一
正
↓
ア
オ
ヤ
ボ
カ

マ
ッ
キ
シ
ナ
カ
↑
阿
川
同
州
一

一
間
同
州
一

回
同
川

M
M丁
チ
ャ
イ
ロ
ツ
ボ
カ

ウ
ス
チ
ャ
イ
ロ
カ

内
九
V

第
一
一
凶
の
よ
う
に
、
位
置
付
け
て
み
る
と
、
「
い
ろ
」
の
垣
間
群
は
、
接
頭
辞

と
し
て
「
マ
」
を
取
り
、
接
尾
辞
と
し
て
「
ポ
カ
」
を
取
っ
て
、
「
マ
ッ

1
↑

基
本
形
」
・
「
基
本
形
↓

t
ッ
ポ
カ
」
の
型
の
諮
構
成
を
も
っ
て
い
る
語
群
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

州

開

第

1
分
野

第
1
分
野
に
お
い
て
は
、
「
第
7
項
・
性
質
」
が
最
も
多
く
の
誇
イ
量
を
有

し
て
い
る
。
（
約
位
%
）

一
つ
の
試
み
と
し
て
、
こ
の
7
項
の
語
イ
を
、
本
来
、
人
を
誉
め
る
方
向
に



用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
本
来
、
人
を
隠
す
方
向
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
に
大
別

し
て
み
た
の
が
、
次
の
第
二
表
で
あ
る
。

第
二
表l

l
比
一
同
同

i
1
γ

同
1
H
l
l

エ
ラ
カ
・
マ
メ
カ
・
マ
ッ
ス

γ
カ
一
ア
ラ
カ
・
ズ
ル
カ
・
コ
ス
カ
・
ツ

ヤ
ワ
ラ
シ
カ
・
ヒ
ト

γ
ヨ
カ
：
・
一
メ
タ
カ
・
ケ
チ
タ
サ
カ
：
・

お
語
・
約
引
が
月
一

臼
語
・
約
臼
%

第
二
表
に
よ
れ
ば
、
反
す
方
向
の
語
イ
が
、
誉
め
る
方
向
の
語
イ
よ
り
も
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
は
、
と
も
か
く
も
、
人
々
の
、
下
向
き
の
人
間

性
へ
の
関
心
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
と
思
う
。
そ
の
関
心
の

深
さ
は
、
一
つ
に
は
、
自
分
自
身
に
で
も
あ
れ
、
他
人
に
で
も
あ
れ
、
と
に
か

く
歪
ん
だ
こ
と
を
異
常
と
し
、
非
難
し
よ
う
と
す
る
生
活
態
度
に
起
因
し
て
い

る
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
、
人
を
隠
す
万
向
の
語
イ
の
ほ
う
が
、

誉
め
る
方
向
の
語
イ
よ
り
も
多
い
と
い
う
現
象
は
、
第
1
分
野
全
体
を
な
が
め

て
み
て
も
認
め
ら
れ
る
。
人
々
の
一
つ
の
倫
理
観
が
窺
わ
れ
る
よ
う
で
、
注
目

す
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
節

形
容
詞
と
形
容
動
詞

第
i
分
野
か
ら
第
V
分
野
ま
で
の
各
々
の
分
野
に
お
け
る
、
形
容
詞
と
形
容

動
詞
と
の
語
イ
量
を
示
す
と
、
第
三
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
表
よ
り
、
形
容
語
イ
の
約
別
一
%
は
、
形
容
詞
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
形
容
動
詞
は
、
そ
の
職
能
に
お
い
て
は
形
容
詞
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
形
容
詞
の
不
備
を
補
う
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と

第
三
表7ヶ

畑

一

一

一

目

一

一

一

三

一

形

容

詞

一

一

一

例

一

一

印

一

…

竺

一

形

容

動

詞

一

一

一

ゅ

一

n
一

ゅ

一

川

一

そ
れ
が
、
形
容
詞
よ
り
語
イ
量
の
少
な
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
の
語
イ
量
に
、
最
も
大
き
な
差
を
も
っ
分
野
は
、
第

I
分
野
「
も
の
の
性
質
」
で
あ
る
。
反
対
に
、
差
の
最
も
小
さ
な
分
野
は
、
第

w分
野
「
ね
う
ち
」
で
あ
る
。
こ
の
両
分
野
を
対
照
し
て
み
る
と
、
前
者
は
、

ほ
と
ん
ど
が
、
具
体
的
な
表
現
に
使
用
さ
れ
る
意
味
の
語
イ
で
あ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
色
・
高
さ
・
太
さ
・
温
度
な
ど
。
そ
れ
に
比
し
て
後

者
は
、
正
常
さ
・
可
能
性
・
確
か
さ
な
ど
、
抽
象
的
な
表
現
に
使
用
さ
れ
る
語

イ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
以
上
と
り
あ
げ
た
範
囲
に

お
い
て
は
、
形
容
詞
は
具
体
的
表
現
に
多
く
使
用
さ
れ
、
形
容
動
調
は
抽
象
的

表
現
に
多
く
使
用
さ
れ
や
す
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

IV 

v 

151172 

411145 

33 
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第
二
章
語
の
形
態
に
よ
る
分
類

形
態
分
類
を
図
示
し
て
み
る
と
、
次
の
第
二
図
の
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
言
う
「
基
木
形
容
詞
」
と
は
、
適
時
的
に
も
共
時
的
に
も
分

離
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
最
小
単
位
の
形
容
詞
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
シ
ロ
カ
」
「
フ
ト
カ
」
「
エ
ラ
カ
」
と
い
っ
た
類
の
も
の
。
こ
の
基
本
形
容

詞
に
、
接
頭
辞
や
接
尾
辞
の
つ
い
た
も
の
、
た
と
え
ば
、
「
マ
ッ
ジ
ロ
カ
」
「

シ
ロ
ッ
ポ
カ
」
と
い
っ
た
類
の
も
の
が
あ
る

Q

こ
れ
ら
コ
一
つ
を
統
合
し
て
、
単

純
形
容
詞
と
言
っ
て
い
る
。
複
合
形
容
詞
と
は
、
た
と
え
ば
、
「
シ
オ
」
と
「

カ
ラ
カ
」
の
ニ
語
が
結
び
つ
い
て
、
「
シ
オ
カ
ラ
カ
」
と
な
っ
て
も
、
「
シ
オ



，L
U

－－2
三
一
チ
μ
＋
荊
乙
J

一
し
吋

一
、
ン
オ
カ
ラ
カ
」
と
な
っ
て
も
、

「
シ
オ

第
二
図

一

へ

基

本

形

容

詞

一
一
単
純
形
容
詞
一
接
頭
辞
を
も
つ
も
の

～

λ

複
合
形
容
調
「
接
尾
辞
を
も
つ
も
の

一

一

派

生

形

容

詞

一

／

一

へ

基

本

形

容

動

調

形
容
動
詞
一
単
純
形
容
動
詞
A

接
頭
辞
を
も
つ
も
の

f

派
生
形
容
動
詞
f

」
と
「
カ
ラ
カ
」
夫
々
の
元
の
固
有
の
意
味
は
依
然
と
し
て
保
た
れ
て
い
る
、

こ
の
類
の
も
の
を
一
言
う
。
派
生
形
容
詞
は
、
一
般
の
「
派
生
語
」
の
概
念
か
ら

少
し
ず
ら
し
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
並
通
に
は
、
複
合
形
容
詞
と
も
考
え
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
「
シ
オ
カ
ラ
カ
」
の
類
と
は
異
な
っ
た

と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
分
離
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
要
素
（
普
、
通
に
は
、

後
部
分
の
要
素
）
の
意
味
が
、
本
来
、
持
っ
て
い
る
は
ず
の
固
有
の
意
味
と
の

聞
に
ず
れ
を
生
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
の
形
容
詞

を
派
生
形
容
詞
と
言
う
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
「
ア
セ
ク
サ
カ
」
は
複
合

形
容
詞
で
あ
る
が
、
「
フ
ル
ク
サ
カ
」
は
派
生
形
容
詞
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
「
ク
サ
カ
」
は
「
嘆
い
」
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
の
が
、
本
来
の
固
有

の
意
味
で
あ
る
か
ら
。
「
ア
セ
ク
サ
カ
」
は
、
こ
の
固
有
の
意
味
が
生
き
て
い

る
。
「
フ
ル
ク
サ
カ
」
は
、
「
嘆
い
」
の
範
縛
よ
り
、
む
し
ろ
、
「
傾
向
」
の

範
時
に
入
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
ア
セ
ク
サ
カ
」
は
複
合
形
容
詞
で

あ
る
が
、
「
フ
ル
ク
サ
カ
」
は
派
生
形
容
詞
で
あ
る
と
言
え
る
。

第
一
節

形
容
詞

形
態
的
に
み
た
語
イ
量
に
あ
っ
て
は
、
形
容
調
が
形
容
諮
問
イ
の
約
位
%
を
占

め
て
い
る
。
意
味
分
類
も
考
え
あ
わ
せ
な
が
ら
、
形
容
詞
の
、
先
述
の
形
態
別

に
語
イ
量
を
み
て
み
る
と
、
五
つ
の
分
野
す
べ
て
に
お
い
て
、
単
純
形
容
詞
が

形
容
詞
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
次
い
で
、
複
合
形
容
調
、

派
生
形
容
詞
の
順
）
単
純
形
容
詞
に
関
し
て
は
、
そ
の
語
尾
形
態
に
つ
い
て
述

べ
、
複
合
形
容
詞
・
派
生
形
容
詞
に
関
し
て
は
、
そ
の
形
態
に
つ
い
て
、
夫
々

述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
単
純
形
容
詞
の
語
尾
形
態

熊
本
市
方
言
の
形
容
語
イ
は
、
「
カ
語
尾
」
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
一
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
、
「
イ
タ
イ
」
の
よ
う
な
、
「
イ
語

尾
」
の
も
の
も
、
実
際
に
は
音
韻
変
化
を
起
こ
し
て
は
い
る
が
、
や
は
り
認
め

ら
れ
る
。
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ω 

カ
語
尾
（
加
語
・
約
問
タ
）

ー、

l
カ

（
例
〉
シ
ロ
カ
・
フ
ル
カ
・
ウ
ス
ト
ロ
カ
：
・

「
ウ
ス
ト
ロ
カ
」
は
、
相
手
に
対
し
て
、
自
分
が
気
恥
ず
か
し
い
思
い
を
し

た
時
に
、
そ
の
気
持
を
表
現
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
ウ
ス

ト
ロ
カ
」
に
、
形
態
上
、
関
係
が
あ
る
か
と
も
み
ら
れ
る
「
ト
ロ
カ
」
と
い
う

語
が
、
一
般
に
は
「
に
ぶ
い
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ウ
ス
ト

ロ
カ
」
は
、
こ
の
「
ト
ロ
カ
」
と
「
ウ
ス
カ
」
が
結
び
つ
い
た
、
派
生
形
容
詞

か
と
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
ト
ロ
カ
」
・
「
ウ
ス
ト
ロ
カ
」

両
者
に
は
、
先
述
の
通
り
、
そ
の
意
味
に
、
共
通
点
が
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
ほ

ど
み
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
「
ウ
ス
ト
ロ
カ
」
は
、
分
離
で
き
な
い
、
一
語
と

み
な
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。



2
、
iγ
カ

（
例
〕
ヒ
サ
シ
カ
・
キ
ピ
シ
カ
・
オ
ト
ロ
シ
カ
：
・

3
、
1
タ
カ

（
例
）
ネ
ム
タ
カ
・
オ
モ
タ
カ
・
メ
デ
タ
カ
：
・

同
開
イ
語
尾
（
百
語
約
忽
%
）

ー
、
語
尾
が
〔
．
創
〕
の
連
母
音
を
と
る
も
の

「
な
い
〔
ロ
白
山
〕
の
よ
う
に
、
語
尾
が
〔
田
口
の
連
母
音
を
も
つ
も
の
は
、

〔
au
・
〔
i
〕
の
両
母
音
が
作
用
し
あ
っ
て
（
相
互
同
化
）
、
「
ニ
ヤ
！

？
目
白
日
〕
」
の
よ
う
に
、
音
韻
変
化
を
起
こ
し
た
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
例
）
あ
か
い
〔
即
日
門
担
問
〕
｜
↓
ア
キ
ャ

1
7
5同心

い
た
い
〔
ロ
白
山
い

l
l
v
イ
チ
ヤ
I
〔
宗
一
回
心

く
さ
い
〔
宮
曲
目
白

l
↓
ク
シ
ヤ
l

百
口
一
回
目
〕

2
、
語
尾
が
〔
・
m
〕
の
連
母
音
を
と
る
も
の

「
お
そ
い
〔

og己
」
の
よ
う
に
、
語
尾
が
〔
・
剖
〕
の
連
母
音
を
と
る
も
の

も、

1
、
と
同
様
に
、
〔
O
〕
・
〔
i
〕
の
両
母
音
が
作
用
し
あ
っ
て
（
相
互

同
化
）
、
「
オ
セ
l
〔

og己
」
の
よ
う
に
、
音
韻
変
化
を
起
こ
し
た
状
態
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
例
）
し
ろ
い
円
二
耳
目
〕
｜
｜
ジ
レ

i

〔
二

B
己

す
る
ど
い
〔
由
ロ
吋
ロ
仏
O
己
↓
ス
ル
デ
l
〔

ωロ
Eaou〕

ま
た
、
「
あ
お
い

F
a〕
」
↓
「
ア
ウ
ェ

l

〔
担
当
即
日
］
」
の
よ
う
に
、
渡
り

音
〔
W
〕
が
中
に
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

3
、
語
尾
が
〔
．
…
出
の
連
母
音
を
と
る
も
の

「
あ
つ
い
〔
田
広
三
〕
」
の
よ
う
に
、
語
尾
が
〔
．
巴
の
連
母
音
を
と
る
も

の
は
、
〔
U
〕
・
〔
i
］
の
商
母
音
の
う
ち
、
後
の
〔
i
〕
母
音
が
、
前
の
〔

u
〕
母
音
を
同
化
し
て
し
ま
っ
て
（
逆
行
同
化
）
、
「
ア
チ
1

〔
目
立
山
口
］
」

の
よ
う
に
変
化
し
た
状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
例
）
き
つ
い
百
四
件
虫
色

1
↓
キ
チ

l
p
gご

し
ぶ
い
〔
曲
目
ぴ
ロ
ロ
1
｜
↓
シ
ピ
l

〔
二
ぴ
向
日
〕

ぬ
る
い
〔
ロ
ロ
吋
ロ
ロ
ー
ー
＋
ヌ
リ
I

〔
出
口
氏
己

「
イ
語
尾
」
の
形
容
詞
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
一
一
一
音
節
の
語
で
あ
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

ニ
、
複
合
形
容
詞
の
形
態

複
合
形
容
詞
の
形
態
を
み
る
と
、
次
の
五
つ
の
型
に
分
類
で
き
る
。

ω
体
一
言
十
基
本
形
容
詞

（
例
）
ア
ブ
ラ
ギ
ツ
カ
・
イ
ヂ
ギ
タ
ナ
カ
・
ギ
リ
ガ
タ
カ
・
ダ
ヲ
シ
ナ
カ
・

ジ
ュ
ツ
ナ
カ
：
・

「
、
タ
ラ
シ
ナ
カ
」
の
「
ダ
ラ
シ
」
は
、
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
「
シ
ダ
ラ
」
の

転
で
、
「
し
ま
り
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
ダ
ラ

シ
ナ
カ
」
は
、
複
合
形
容
詞
の

ω型
形
態
に
分
類
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
「
ジ

ユ
ツ
ナ
カ
」
は
、
「
術
無
カ
」
で
、
手
も
ち
ぶ
さ
た
で
退
屈
な
こ
と
を
一
言
う
。

ω
体
一
言
＋
助
詞
＋
基
本
形
容
詞

（
例
）
、
、
、
ガ
ナ
カ
・
キ
ノ
ヨ
カ
・
ジ
ャ
キ
ノ
ナ
カ
・
ホ
l
ガ
ク
モ
ニ
ャ

1

・
ザ
マ
ン
ナ
カ
：
・

諸
方
一
一
日
に
お
い
て
は
、
こ
の
形
態
の
「
助
詞
」
に
は
、
「
が
」
が
多
く
使
用

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
熊
本
市
方
言
で
は
、
「
が
」
の
使
用
さ
れ
て

い
る
の
は
「
ミ
ガ
ナ
カ
」
一
例
で
あ
り
、
一
般
に
は
「
の
」
が
、
主
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
の
」
は
、
多
く
「
γ
」
と
な
っ
て
い

石
。
ま
た
、
「
も
（
ム
）
」
を
使
っ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。

。
動
詞
＋
基
本
形
容
調

（
例
）
ム
シ
ア
ツ
カ
・
ネ
グ
ル
シ
カ
・
キ
（
着
）
ヤ
ス
カ
・
ミ
ヤ
ス
カ
：
・
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事
遭
遇
調
書
司

a
a
3
4
3
3
3
3
1
1
J
1
A
γ
5
1
3
2
5
t

；

連
用
形
で
使
用
さ
れ
て
い

こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
は
、
す
べ
て
、

v
Q

。熊
本
市
方
一
一
一
一
一
同
に
は
、
「
容
易
」
の
意
味
で
、
「
ヤ
ス
カ
」
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
「
キ
（
着
）
ヤ
ス
カ
」
・
「
ミ
ヤ
ス
カ
」
は
、
複
合
形
容
詞
の

類
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
ヮ
ス
レ
ヤ
ス
カ
」
な
ど
の

「
l
ヤ
ス
カ
」
は
、
「
傾
向
」
の
意
味
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
て
、
「
ヤ
ス
カ
」

固
有
の
意
味
か
ら
ず
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
ワ
ス
レ
ヤ
ス
カ
」
は
、

派
生
形
容
詞
と
さ
れ
る
。

ω
副
詞
＋
基
本
形
容
詞

（
例
）
チ
ョ

I
ド
ヨ
カ
・
イ
サ
ギ
ュ
！
オ
l
カ
・
ダ
、
タ
ッ
ピ
ロ
カ
・
：

「
程
度
」
を
表
わ
す
こ
と
ば
に
、
こ
の
形
態
の
形
容
詞
が
多
く
使
わ
れ
て
い

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
「
チ
ョ

l
ド
」
、
「
イ
サ
ギ
ュ

1
」
は
、
も
っ
と
多
く

の
基
本
形
容
詞
と
結
び
つ
く
が
、
「
ダ
ダ
（
タ
ダ
）
」
は
「
ダ
、
タ
ツ
ピ
ロ
カ
」

一
語
の
よ
う
で
あ
る
。

田
形
容
詞
語
幹
＋
基
本
形
容
詞

〈
例
）
イ
タ
イ
タ
シ
カ
・
チ
カ
ヂ
カ
シ
カ
・
ト
i
ド
l
ジ
カ
・
ア
オ
ジ
ロ

カ
・
カ
ラ
ニ
ガ
カ
：
・

「
イ
タ
イ
タ
ジ
カ
」
の
よ
う
に
、
一
室
一
畳
形
態
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
重

畳
形
態
の
も
の
は
、
み
な
、
「
j
ジ
カ
」
の
語
尾
形
態
を
も
ち
、
畳
語
の
後
部

語
頭
立
口
は
、
「
チ
カ
ヂ
カ
シ
カ
」
の
よ
う
に
、
濁
音
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

、。
－

V
 

一
二
、
派
生
形
符
討
の
形
態

こ
こ
で
一
言
う
派
生
形
容
詞
は
、
適
時
的
に
は
複
合
形
容
詞
と
も
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
複
合
形
容
詞
の
形
態
に
準
じ
て
、
派
生
形
容
詞
の
形

態
を
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ω
体
一
言
＋
基
本
形
容
詞

（
例
）
キ
（
気
〉
マ
ズ
カ
・
キ
（
気
）
ヤ
ス
カ
・
コ
コ
ロ
ヅ
ヨ
カ
：
・

州
問
動
詞
T

基
本
形
容
詞

（
例
）
ミ
グ
ル
シ
カ
・
ミ
エ
グ
カ
・
ト
ヅ
ツ
キ
ニ
ッ
カ
・
：

。
形
容
詞
語
幹
十
基
本
形
容
詞

（
例
）
ウ
ス
ア
カ
カ
（
明
る
さ
）
・
ウ
ス
ヌ
ヅ
カ
・
ア
サ
グ
ロ
カ
・
フ
ル
ク

サ
カ
・
コ
マ
ク
ル
シ
カ
：
・

複
合
形
容
詞
、
派
生
形
容
詞
の
形
態
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
中
に
、
結

合
の
際
、
「
コ
コ
ロ
ヅ
ヨ
カ
」
の
よ
う
に
、
連
濁
の
現
象
を
起
こ
し
て
い
る
も

の
が
み
ら
れ
る
。
後
部
語
頭
音
に
は
、
ガ
行
音
の
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

-17-

第
二
節
形
移
動
詞

形
容
語
イ
の
約
問
%
を
占
め
る
形
容
動
詞
は
、
形
態
の
面
か
ら
、
単
純
形
容

動
詞
と
派
生
形
容
動
詞
と
に
分
類
で
き
る
。
（
複
合
形
容
動
詞
に
該
当
す
る
も

の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
）
派
生
形
容
動
詞
は
、
「
キ
（
気
）
ラ
ッ
カ
」
「
エ
！

カ
ゲ
ン
ナ
」
・
「
キ
ノ
ド
ツ
カ
」
の
三
語
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
々
の
形

態
の
語
イ
量
を
重
視
し
て
云
々
す
る
よ
り
も
、
垣
間
尾
形
態
、
出
自
に
重
点
を
置

い
た
方
が
有
意
義
と
思
わ
れ
る
。

一
、
語
尾
形
態

形
容
動
詞
の
語
尾
形
態
は
、
次
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。

（
a
）
カ
語
尾
の
も
の
（
口
語
）

（b
〉
ナ
語
尾
の
も
の
（
位
語
）

ωナ
カ
語
尾
の
も
の
（
3
語）

ωは
、
「
ナ
語
尾
」
の
形
容
動
詞
に
、

「
カ
語
尾
」
が
付
接
し
た
も
の
と
考
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え
ら
れ
る
。

以
上
の
三
種
を
み
る
と
、
「
カ
語
尾
」
の
優
勢
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

形
容
詞
の
「
カ
語
尾
」
に
類
推
し
て
生
じ
た
、
よ
り
新
し
い
傾
向
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
右
の
数
値
の
上
か
ら
も
、
ま
た
、
「
ト
ゼ
シ
ナ
カ
」
の
よ

う
に
、
「
1
ナ
カ
」
の
語
尾
を
有
す
る
も
の
が
若
干
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も

推
察
で
き
る
。

分
野
別
に
、
「
カ
語
尾
」
と
「
ナ
語
尾
」
の
語
イ
量
を
み
れ
ば
、
「
カ
語
尾
」

は
、
特
に
、
第
l
、
第
1
、
第
聞
の
各
分
野
に
お
い
て
優
勢
で
あ
り
、
「
ナ
語

尾
」
は
、
第

w－
第
V
の
両
分
野
に
お
い
て
優
勢
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
、
第

w－
第
V
の
両
分
野
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
わ
れ

る
か
、
注
目
し
て
い
た
い
と
思
う
。

へ
出
自
に
よ
る
語
系

語
の
出
自
に
ょ
う
て
、
和
語
系
・
漢
語
系
・
外
来
語
系
に
分
類
し
て
み
る
。

外
来
－
語
系
は
、
収
録
し
た
中
に
は
み
あ
た
ら
な
つ
か
た
。
漢
語
も
、
厳
密
に
は
外

来
語
で
あ
る
が
、
そ
の
日
本
語
に
与
え
た
影
響
は
他
の
外
来
語
に
比
し
て
ぬ
漠

大
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
項
目
を
設
け
た
わ
け
で
あ
る
。
出
自
の
不
明

な
も
の
も
あ
る
。ω

和
語
系

（
例
〉
マ
メ
カ
・
キ
レ
イ
カ
・
イ
キ
ナ
ル
カ
：
・

「
イ
キ
ナ
ル
カ
」
は
「
な
げ
や
り
な
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
広
辞
苑
に
よ

れ
ば
、
「
行
成
」
で
あ
っ
て
、
「
成
り
行
き
」
を
転
倒
し
た
も
の
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
思
う
に
、
成
り
行
き
に
ま
か
せ
て

L
ま
っ
て
結
果
を
気
に
し
な
い
と

い
う
意
味
に
敷
街
し
て
「
イ
キ
ナ
り
」
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ω
漢
語
系

（例
ν
イ
γ
ガ
ナ
・
シ
ュ

l
ト
i
カ
・
タ
ッ
ジ
ャ
カ
：
A

漢
語
系
の
語
イ
の
方
が
和
語
系
の
も
の
よ
り
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ニ

の
漢
語
系
語
イ
を
漢
字
の
字
数
の
上
か
ら
な
が
め
る
時
、
二
字
の
漢
字
で
表
記

さ
れ
る
も
の
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

制
系
統
の
不
明
な
も
の

（
例
｝
イ
サ
ッ
カ
・
ジ
シ
ベ
ン
ナ
：
・

第
コ
一
節
音
節
数
比
較

ま
ず
、
形
容
詞
と
形
容
動
詞
と
の
音
節
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も

共
通
し
て
、
五
音
節
構
造
の
語
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
（
形
容
詞
四
語

・
形
容
動
調
仰
語
〉
い
ま
少
し
具
体
的
に
号
守
え
ば
、
熊
本
市
方
言
の
形
容
語
イ

中
、
約
お
を
五
音
節
構
造
の
語
イ
が
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
形
容
詞
の
中
の
基
本
形
容
詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
三

音
節
構
造
の
語
イ
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
（
四
語
）
従
っ
て
、
形
容
詞
は
、

コ
一
音
節
構
造
の
語
を
基
本
と
し
、
そ
れ
に
接
辞
が
つ
い
た
り
、
他
と
合
成
し
た

り
し
て
、
五
音
節
構
造
の
語
と
な
り
、
そ
れ
が
一
般
（
日
常
）
に
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
‘
形
容
動
詞
の
中
の
基
本
形
容
動

詞
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
は
、
四
音
節
構
造
の
語
イ
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
ハ
川
刊
語
）
従
っ
て
、
形
容
動
詞
の
基
木
と
な
る
音
節
数
は
四
音
節
で
あ
り

一
般
《
日
常
）
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
五
音
節
構
造
の
形
容
動
調
で

あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
人
々
の
親
し
み
ゃ
す
い
、
（
口
に
し
や
す
い
）
安
定
感
の
味
わ
え

る
語
イ
は
、
五
音
節
構
造
の
語
イ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

，刀

以
上
、
が
、
熊
木
市
域
方
一
言
に
お
け
る
形
容
語
イ
に
つ
い
て
の
研
究
の
要
旨
で

あ
る
。
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